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国土交通省では、全国の一級河川の直轄管理区間において、水質及び底質のダイオキシン類によ

る汚染の実態を把握・監視する目的で、平成１１年度から継続的に調査を実施しており、平成１４年度の

調査結果を取りまとめました。 

平成１４年度は、全ての一級水系（１０９水系）において、水質２１２地点、底質２１３地点で調査を実施した

うち、重点監視地点（過去に比較的高い濃度のダイオキシン類が検出されたことがあるなど、重点監

視状態にある地点：２６地点）においては一般の秋期調査に加え、冬期にも調査を実施しました。また、

上記に加え新たに河川の感潮域において調査を開始しました。 

調査の結果、水質及び底質のいずれに関しても、環境基準（水質：1.0pg-TEQ / L、底質：150pg-TEQ / 

g）を上回ったところはありませんでした。一方で、今後重点的に監視をしていかなければならない濃

度の判断基準である「要監視濃度」（いずれも環境基準の２分の１）を上回っているのは、水質で９地

点、底質で１地点あり、これらの地点では今後新たに「重点監視状態にある地点」として年４回の調査

を実施し、監視を強化していくこととなります。 

平成１１年度から平成１４年度までの調査で、これまでに８地点において、水質の環境基準値を超える

濃度が検出されていますが、平成１４年度までに、いずれの地点においても環境基準を達成していま

す。なお、底質に関しては、これまでの調査で環境基準値を超える濃度は検出されていません。 
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